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●将来を担う人が育つまちをつくる
●安心して生活できるまちをつくる
●賑わいのあるまちをつくる
●暮らしやすいまちをつくる
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　私は、２月２５日に行われた市長選挙におきまして、多くの
方からご支持をいただき、町田市長として４期目の市政運
営を担当させていただくこととなりました。この重責に身
の引き締まる思いであり、全力で市民の皆様の負託に応え
てまいります。
　２００６年３月に初めて市長に就任して以来、私は、町田の
未来をつくるために２つの志を持って市政運営に取り組ん
でまいりました。
　１つ目は、「すべての世代の方々に生活の質の向上を実感
していただく」です。その実現のため、まちだ未来づくりプ
ランにおきまして「まちづくり基本目標」として４つの都市
像「将来を担う人が育つまち」「安心して生活できるまち」
「賑わいのあるまち」「暮らしやすいまち」を掲げ、市民生活

の充実を図ってまいりました。
　２つ目は、「市民目線で行政経営改革を進める」です。その
実現のため「行政経営基本方針」として３つの経営像「市民
と問題意識を共有し、共に地域課題に取り組む」「市民の期
待に応えられるよう、市役所の能力を高める」「いつでも適
切な市民サービスが提供できる財政基盤をつくる」を掲げ、
市政運営に努めてまいりました。
　４期目の市政運営では、以下の６つの重点施策をはじめ、
さまざまな事業を通しまして、町田市が１５年後も３０年後
も選ばれ続けるまちとなるよう、町田の未来づくりに全力
を挙げて取り組んでまいります。

町田市長　石阪　丈一

❶子育て世代が選ぶまち
　人口減少時代に町田を担っていく若年層の「住みたい」「住み続けたい」と
いう意欲を高めるため、子育て世代に対する施策の充実を図ります。
　乳幼児に関する施策として、３歳未満の待機児童の解消を目指し、小規模
保育所の整備による定員の増加を図ります。子どもの居場所づくりとして、
本年１月にオープンした木曽子どもクラブ「きそっち」に続き、小山中学校
区などに子どもクラブを順次整備するとともに、放課後子ども教室「まちと
も」の全小学校での展開や常設型冒険遊び場の増設などを行います。
　学校教育では、新しい学習指導要領を先取りし、放課後英語教室の実施や
外国人指導助手の増員など小学校の英語教育に力を入れるとともに、授業
でのタブレット端末の活用などＩＣＴ環境を充実させ、国際社会・情報化社会
に対応できる人材の育成を進めます。

❷新たな基幹交通網を前提としたまちづくり
　多摩都市モノレールについて、２０１６年４月の国土交通省交通政策審議会に
おいて「事業化に向けて具体的な調整を進めるべき」との答申を受けたことに
より、町田までの延伸が現実的となりました。新たな交通基盤を迎えること
は、これからの町田市にとって大きな強みとなるものであり、このことで市内
における人や物の流れは確実に変わります。この大きな変化に的確に対応で
きるよう、現段階からモノレールの延伸を前提としたまちづくりを進めます。
　また、小田急多摩線については、相模原市との連携をさらに深め、延伸の
実現に向けた検討を進めます。
　延伸後のまちの姿を見据えて、沿線にある団地再生の取り組みや北部丘
陵の活性化策などを一体的に考えるとともに、福祉などソフト面のサービ
スへの効果も考慮しながら、全市的にまちづくりを進めます。

❸中心市街地の再開発・再整備
　３月１７日から小田急線の複々線化による新ダイヤ運行が始まり、町田から
新宿への所要時間は約１０分短縮されます。この大きなポテンシャルアップ
を最大限に生かしながら、中心市街地における課題に対応し、まちの魅力を
高めていきます。
　鉄道と主要なバス路線の交通結節点である町田駅は、まちの玄関口とな
る交通ターミナルの改善がカギをにぎっています。分散しているバス乗降
場の集約、空港バスの充実、快適性を備えた待合スペースの確保、タクシー
プールや自家用車乗降場の整備を進めることなどで機能向上を図ります。
　市と交通事業者などがしっかりと連携しながら整備を行っていくこと
で、ゆとりある歩行者空間の確保やスムーズな車両の流れ、ストレスのない
乗り換えを可能にする快適な駅前環境を創造していきます。
　また、ＪＲ町田駅南地区の再開発や文化芸術ホールなど集客施設の整備に
ついても本格的に検討を進めます。新たな開発を好機とし、中心市街地を訪
れた人たちが楽しくまちを回遊できるよう、地元商店会をはじめ、まちで活
動する皆さんと協力しながら、さらなる賑わい創出に努めます。

❹「３つのもりの整備」
　薬師池公園四季彩の杜は、町田市を代表する観光拠点としての魅力を高
めるため、２０２０年度の西園オープンを目指し、農産物直売所やカフェなど
の整備を進めるとともに、連節バスが停車できるバスベイも整備していく
ことで集客力の向上を図ります。
　芹ヶ谷公園芸術の杜は、駅に近いという立地のポテンシャルを最大限に
生かせるよう、樹木の適度な剪定による明るい空間の創出に加え、隣接する
都営住宅跡地や高ヶ坂縄文時代遺跡との一体的な整備を進めます。また、ア
ートイベントやワークショップの開催など、中心市街地との回遊性を高め
るさまざまな取り組みを行うことにより、市民や来街者がまちなかで水と
緑、文化と芸術に触れることができる場所にします。
　野津田公園スポーツの森は、町田市立陸上競技場を整備し、「見る」スポー
ツの充実を図ることに加え、新たに多目的グラウンドなどの整備を進めるこ
とで「する」スポーツも充実させていきます。市民がサッカーやラグビー、陸
上競技などを観戦者としてもプレーヤーとしても楽しめる、さまざまなニー
ズに対応した総合スポーツパークとして公園の価値を高めます。

❺鶴川駅、南町田駅周辺の再整備
　鶴川駅周辺は、北口の交通広場の拡張や再配置などを行うとともに、南口
の土地区画整理事業に早急にとりかかり、周辺道路の渋滞緩和を図ること
で、鶴川駅の機能を飛躍的に向上させます。将来的には商業施設の新設など
も見据え、町田市の副次核として、都市活動の一翼を担う地域として整備を
進めます。
　南町田拠点創出まちづくりプロジェクトでは、まちびらきまで２年を切
る中で、新しいまちをさらに強く印象づけていくために、東急電鉄と町田市
で、まちの名称を付けることといたしました。今後広くお知らせし、市内外
の皆さんに覚えていただきながら、新しいまちのオープンを楽しみに待っ
ていただける空気を創り出していきます。

❻行政経営改革の推進
　これまで、市民から信頼される市役所を目指して、市民視点に立った行政
経営改革を推し進めてきましたが、今後も、さらなる生産性の向上や市民サ
ービスの向上に向けて、改革・改善を進めていきます。
　まずは、生産性向上の取り組みとして、他自治体との比較分析に基づく事務
事業の見直しを継続して実施します。対象となる業務を２０１７年度に着手し
た税務業務に加え、住民基本台帳業務などの分野にも広げ、これらの比較分
析から得られた結果を町田市における業務改革や改善に生かしていきます。
　また、公共施設における行政サービス改革として、本年６月に公共施設再
編計画を策定します。２０１８年度から２０５５年度までの施設機能ごとの方向
性を示し、そのうち２０２６年度までの９年間に取り組む内容を「短期再編プ
ログラム」として定めます。この計画のもと、単に施設を減らしコストダウ
ンを図る再編ではなく、公共施設・公共空間のより良いかたちの実現を目指
していきます。
　これらの取り組みにより、質の高い行政サービスを効率的・効果的に提供
し、市民サービスの向上につなげていきます。

町田の未来をつくる
すべての世代が実感できる生活の質の向上▶▶ ▶▶ 市民目線で進める行政経営改革▶▶ ▶▶
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４期目の市政
運営に向けて


